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往
生
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存
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目
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に
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、
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焉
」
　
の
読
法

三
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
意
味
・
用
法

四
、
中
国
文
献
に
於
け
る
検
討

五
、
平
安
時
代
の
和
文
に
於
け
る
検
討

六
、
日
本
漢
文
に
於
け
る
検
討

七
、
「
終
焉
」
の
受
容
経
路
と
意
味
変
化

八
、
お
わ
り
に

宇
　
都
　
宮
　
　
啓
　
吾

「
　
は
　
じ
　
め
　
に

中
世
に
於
い
て
、
漢
語
が
増
加
し
、
一
般
用
語
と
し
て
国
語
文
の
中
に
浸
透
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
諸
氏
の
御
論
考
に
よ
っ
て
説
か
れ
て



き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

漢
語
研
究
の
一
つ
の
方
向
と
し
て
、
対
象
と
す
る
漢
語
の
出
自
や
移
入
経
路
、
わ
が
国
に
於
け
る
語
義
や
語
形
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
こ
と
が
存
す
る
。

峰
岸
明
博
士
は
、
和
漢
混
清
文
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
を
、
中
国
文
献
に
於
け
る
仏
典
と
漢
籍
、
本
邦
に
於
け
る
「
古
記
録
」
を
主
た
る
出
（1）

自
と
す
る
、
（
仏
典
系
漢
語
）
（
漢
籍
系
漢
語
）
（
日
常
漢
語
）
の
、
少
な
く
と
も
三
類
に
区
分
す
る
必
要
の
存
す
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。

（2）

又
、
最
近
で
は
、
新
た
に
、
「
日
本
漢
詩
文
」
を
出
自
と
す
る
漢
語
の
存
在
が
説
か
れ
る
な
ど
、
漢
語
の
出
自
を
解
明
し
ょ
う
と
す
る
試
み

が
諸
氏
に
よ
っ
て
為
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
に
見
ら
れ
る
漢
語
は
非
常
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
出

自
だ
け
で
は
漢
語
を
出
自
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
為
、
今
後
も
、
漢
語
の
解
明
の
一

手
段
と
し
て
、
個
々
の
漢
語
に
就
い
て
の
出
自
の
観
点
か
ら
の
検
討
も
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
於
い
て
は
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
出
自
を
求
め
、
和
漢
混
清
文
へ
の
従
来
と

は
異
な
っ
た
受
容
の
為
さ
れ
方
に
就
い
て
の
提
示
を
試
み
る
。

二
、
「
終
焉
」
の
読
法

始
め
に
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
読
法
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

鎌
倉
時
代
以
前
の
古
辞
書
類
に
漢
語
「
終
焉
」
を
収
録
す
る
も
の
は
、
管
見
で
は
見
出
し
難
く
、
そ
の
為
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
於

い
て
、
そ
の
読
法
の
示
さ
れ
た
例
を
調
査
し
て
み
る
と
、
次
に
示
し
た
よ
う
な
例
が
見
出
さ
れ
る
。

エ
ン
ノ

①
御
終
焉
席
（
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
笠
置
上
人
御
自
筆
願
文
』
第
四
紙
1
3
行
）

②
終
（
平
）
焉
（
平
）
之
暮
　
　
（
最
明
寺
本
『
往
生
要
集
』
上
　
8
2
丁
オ
2
）

シ
ウ
　
　
「
エ
ン
」

へ
　
（
「
エ
ン
」
朱
筆
）

シ

ウ

　

　

エ

ン

③
終
（
平
）
1
焉
（
平
軽
）
ヲ
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
下
　
2
7
1
行
）

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て

一
五
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

シ

ユ

　

エ

ン

④
終
（
平
）
焉
（
平
）
の
ゆ
ふ
へ
に
（
終
焉
之
暮
‥
小
野
随
心
院
蔵
『
往
生
講
式
』
古
聖
教
一
－
1
0
　
7
3
行
）

こ
れ
ら
4
例
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
終
焉
」
の
読
法
に
は
「
シ
ウ
エ
ン
」
「
シ
ユ
エ
ン
」
の
二
種
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
種
の

相
違
は
「
終
」
字
の
読
法
に
よ
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
「
終
」
字
に
就
い
て
、
呉
音
資
料
と
漢
音
資
料
と
の
例
を
以
下
に
挙
げ
て
み
る
。

○
呉
音
資
料
（
＝
ジ
ユ
）

ミ

ヤ

ウ

　

シ

ユ

○
命
（
平
）
終
（
去
濁
）
（
専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
浄
　
1
2
1
・
1
）

n

ソ

ム

　

シ

ユ

　

　

ケ

ン

　

　

セ

ン

○
臨
（
去
）
終
（
上
濁
）
現
（
平
濁
）
前
（
去
濁
）
　
（
同
　
7
4
・
1
）

○
漢
音
資
料
（
＝
シ
ウ
）

シ

ウ

　

　

ク

ン

○
終
（
平
軽
）
軍
（
平
軽
）
　
（
長
承
本
『
蒙
求
』
皿
）

シ

ウ

　

セ

ウ

○
終
車
）
等
（
平
二
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
上
ヨ
畳
字
1
1
8
オ
3
）

○
終
‥
通
摂
　
歯
音
　
東
韻
　
清
　
平
声
　
第
三
等
（
『
韻
鏡
』
）

呉
音
資
料
で
あ
る
専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
の
例
に
よ
っ
て
、
呉
音
が
「
ジ
ユ
」
で
あ
り
、
漢
音
資
料
で
あ
る
長
承
本
『
蒙
求
』
や
又
、

前
田
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
の
例
に
よ
っ
て
、
漢
音
が
「
シ
ウ
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
②
③
の
例
（
「
シ
ウ
エ
ン
」
）
は
、
仮
名
自
体
「
シ
ウ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
漢
音
託
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

（3）

④
の
例
（
「
シ
ユ
エ
ン
」
）
は
、
仮
名
自
体
が
「
シ
ユ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
呉
音
読
さ
れ
た
と
覚
し
い
例
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、
「
終
焉
」
の
読
法
は
、
②
③
や
④
の
文
献
に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
音
が
異
な
る
よ
う
に
、
呉
音
乃
至
は
漢
音

の
執
れ
に
よ
っ
て
も
読
ま
れ
得
た
よ
う
で
あ
る
。



三
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
意
味
・
用
法

和
漢
混
清
文
に
於
い
て
、
「
終
焉
」
と
い
う
漢
語
が
如
何
な
る
意
味
・
用
法
を
持
つ
語
で
あ
る
の
か
を
知
る
為
に
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
成
立

（4）

し
た
和
漢
混
清
文
に
現
れ
る
「
終
焉
」
の
出
現
状
況
と
そ
の
用
例
と
を
以
下
に
示
し
て
み
る
。

＜

表

1

＞

三
教
指
帰
注
（
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
）

三
宝
絵
詞
（
観
智
院
本
）

往
生
要
集
（
高
野
山
西
南
院
蔵
本
）

往
生
要
集
（
興
福
寺
蔵
本
）

今
昔
物
語
集

仏
教
説
話
集
（
金
沢
文
庫
本
）

法
華
百
座
間
書
抄

古
本
説
話
集

打
開
集
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
）

中
外
抄

歎
異
抄

閑
居
友

保
元
物
語

平
治
物
語

明
恵
上
人
夢
之
記

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記

却
療
忘
記
．

高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

富
家
語

宝
物
集

唐
物
語

方
丈
記

古
事
談

長
谷
寺
観
音
記

草
案
集

自
行
三
時
礼
功
徳
義

光
言
句
義
釈
聴
集
記

海
道
記

十
訓
抄

古
今
著
聞
集

関
目
抄

末
燈
抄

御
消
息
（
善
性
寺
本
）

三
帖
和
讃

日
蓮
上
人
消
息
文
抄

新
楽
府
注

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

今
物
語

宇
治
拾
遺
物
語

東
関
紀
行

撰
集
抄

正
法
眼
蔵

正
法
眼
蔵
随
聞
記

沙
石
集

平
家
物
語
（
延
慶
本
）

平
家
物
語
（
覚
一
本
）

源
空
上
人
伝

六
波
羅
殿
家
訓

（
排
列
は
時
代
順
で
あ
り
、
作
品
の
下
の
数
値
が
用
例
数
で
あ
る
。
又
、
数
値
の
示
さ
れ
て
い
な
い
作
品
は
、
用
例
の
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
）

（
八
乗
1
）
～
（
表
1
8
）
（
（
表
2
）
・
（
表
5
）
を
除
く
）
に
就
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
当
該
表
が
二
貢
に
亘
る
場
合
も
存
す
る
。
こ
の
場
合
の
見
方
は
、
第
一
貢
上
段
1
第
二
貢
上
段

1
第
一
貫
下
段
1
第
二
貢
下
段
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
）

○
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ウ

　

　

エ

ン

ー
イ
ハ
ム
ヤ
・
コ
ノ
ヨ
ノ
・
八
－
旬
九
－
旬
ノ
・
ス
カ
タ
・
竺
テ
ニ
重
－
病
ヲ
ウ
ケ
・
イ
タ
ツ
ラ
こ
・
終
（
平
）
－
焉
（
平
軽
）
ヲ
マ
タ
ム
ト
キ
・

ナ
サ
ケ
ア
ラ
ム
人
・
コ
ノ
土
沙
ノ
・
功
能
ヲ
信
シ
テ
・
（
下
m
）

○
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

2
文
殊
ヲ
師
ト
シ
テ
大
智
恵
ヲ
ヱ
ム
ト
折
詰
シ
始
シ
ヨ
リ
、
ツ
イ
二
組
瑚
ノ
期
二
至
マ
テ
、
（
往
生
の
夢
の
事
‥
上
5
6
ウ
）

3
上
人
在
生
ノ
ト
キ
、
文
殊
大
聖
二
大
智
ヲ
乞
ヒ
、
仏
法
ノ
玄
旨
ヲ
心
ノ
「
底
ニ
ウ
カ
、
イ
テ
淫
ル
ト
コ
ロ
、
併
二
空
ノ
妙
理
ナ
リ
、
紺
矧

ノ
期
二
至
テ
殊
二
好
ミ
説
ク
ト
コ
ロ
、
偏
二
此
事
ナ
リ
シ
カ
バ
、
（
下
6
5
オ
）

○
古
事
談
（
第
三
　
僧
行
）

4
恵
心
僧
都
妹
尼
櫻
聾
珊
瑚
之
眩
者
。
必
可
二
来
会
乏
由
。
僧
都
契
約
誓
（
中
略
）
安
養
尼
其
後
経
二
六
ヶ
年
。
臨
終
正
念
所
二
往
生
由
誓

（
6
1
・
1
2
）

5
戒
壇
房
阿
闇
梨
教
禅
矧
葡
之
眩
。
着
二
法
服
入
持
二
仏
軍
。
修
二
両
界
供
養
法
㍉
終
了
。
（
6
4
・
1
）

6
永
観
律
師
紺
葡
之
眩
者
。
苦
痛
ヤ
御
ス
ル
ト
奉
レ
問
ケ
レ
ハ
。
寿
尽
眩
歓
喜
喩
如
捨
衆
病
ト
云
文
ヲ
被
レ
示
ケ
リ
。
（
6
9
・
8
）



7
蓮
仁
聖
人
桝
学
。
参
去
吉
田
斎
宮
御
臨
終
一
。
令
レ
唱
二
釈
迦
牟
尼
仏
名
毘
塵
遮
那
一
。
（
中
略
）
又
小
眩
唱
二
念
仏
如
レ
眠
令
二
気
絶
一
給
。
上

人
云
。
是
コ
ソ
実
ノ
御
矧
葡
誓
（
誉
1
3
）

〇
十
訓
抄

8
有
国
ハ
伴
大
納
言
後
身
也
。
伊
豆
国
二
彼
大
納
言
影
ヲ
ト
＼
ム
。
有
国
力
容
貌
サ
ラ
こ
タ
カ
ハ
ス
。
又
善
男
矧
矧
ノ
時
、
「
当
世
ニ
ハ
必

今
一
度
奉
公
ノ
身
タ
ラ
ン
」
　
ト
云
ケ
リ
。
（
一
5
9
・
1
）

9
菅
三
位
ノ
繍
矧
ノ
キ
サ
ミ
近
キ
ケ
ル
こ
、
善
知
識
ノ
聖
人
ヨ
ヒ
こ
ヤ
リ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
（
中
略
）
極
楽
ノ
荘
厳
心
ニ
ウ
カ
ヒ
テ
、
忽
二
聖

衆
ノ
来
迎
ニ
ア
ツ
カ
リ
給
ヒ
ケ
ル
。
（
十
1
4
2
・
2
）

○
平
家
物
語
（
延
慶
本
）

1
0
一
天
四
海
二
栄
花
ヲ
開
キ
矧
矧
ノ
暮
ニ
ハ
三
尊
ノ
来
迎
二
預
テ
九
品
蓮
台
二
往
生
ス
　
（
一
本
2
2
ウ
3
）

1
1
サ
レ
ト
モ
終
l
焉
l
ノ
時
一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
発
シ
ニ
依
テ
遂
往
生
ノ
素
懐
ア
リ
ト
コ
ソ
往
生
伝
ニ
ハ
兄
へ
テ
候
へ
（
五
末
5
2
オ
9
）

○
平
家
物
語
（
覚
一
本
）

1
2
さ
れ
ど
も
絡
焉
l
の
時
、
一
念
の
菩
提
心
を
を
こ
し
L
に
よ
（
ツ
）
て
、
往
生
の
素
懐
を
と
げ
た
り
と
こ
そ
う
け
給
は
れ
。
（
下
2
8
2
・
2
）

以
上
の
如
く
、
和
漢
混
清
文
に
於
い
て
は
、
1
2
例
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
1
か
ら
1
2
ま
で
の
用
例
の
意
味
を
検
討
す
る
と
、
「
終
焉
」
乃
至
は
1
0
の
「
終
鳶
の
ゆ
う
へ
」
と
い
う
形
で
、
執
れ
も
、
「
い
ま
わ
・

臨
終
・
最
期
」
と
い
っ
た
意
味
に
落
ち
つ
く
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
「
終
焉
」
が
如
何
な
る
場
面
に
現
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。

「
終
焉
」
と
い
う
漢
語
が
「
い
ま
わ
・
臨
終
・
最
期
」
と
い
っ
た
意
味
だ
け
に
、
あ
る
人
物
の
最
期
の
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
も
っ
と
詳
細
に
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八

即
ち
、
同
じ
文
章
の
中
に
、
「
往
生
」
や
「
極
楽
」
と
い
う
仏
教
思
想
を
示
す
語
が
現
れ
る
場
合
が
多
く
、
あ
る
人
物
が
極
楽
に
往
生
す
る

場
面
、
乃
至
は
往
生
思
想
を
背
景
と
す
る
場
面
に
於
い
て
、
こ
の
「
終
焉
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
れ
が
（
表
2
）
に
示
し
た
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
終
焉
」
の
例
、
全
1
2
例
中
の
9
例
ま
で
が
そ
の
よ
う
な
往
生
思
想
を
背
景
と
す
る

「
往
生
話
」
の
中
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
傾
向
性
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＜

表

2

＞

覚

＿

延 十
訓
抄

古 高 光
日
作

本
慶
本

事
談
山
寺
弼
真
＿＿
品

名
RH 呂

家 家 恵 土
物 物 上 沙
語 語 人

行
状

勧
信
記

21 0
・
1

1

1

9 4

5

6

7

2 「往
生
話
」
中
の
用
例

8 3 1 「往
生
話
中
」
の
用
例
で
な
い

そ
こ
で
、
漢
語
「
終
焉
」
の
出
目
を
求
め
る
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
意
味
の
観
点
は
勿
論
の
こ
と
、
「
往
生
話
」
と
の
関
わ
り
と
い
う
二

点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
に
注
意
を
払
っ
て
、
検
討
を
進
め
て
行
く
。

四
、
中
国
文
献
に
於
け
る
検
討

「
終
焉
」
と
い
う
語
が
漢
語
で
あ
る
た
め
、
先
ず
、
中
国
文
献
に
注
目
す
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
仏
典
と
漢
籍
と
い
う
二
つ
の
文
献
群
に
於
い
て
の
検
討
を
試
み
る
。



Ⅲ
、
仏
典
に
於
け
る
検
討

始
め
に
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
が
、
「
往
生
話
」
と
い
う
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
が
知
ら
れ
る
た
め
、
先
ず
、
仏
典
に
於
け
る

「
終
焉
」
　
の
調
査
を
行
な
っ
て
み
る
。

対
象
と
し
た
文
献
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
訳
仏
典
・
『
慧
琳
一
切
経
音
義
』
等
の
音
義
類
で
あ
る
。
（
『
大
正
新
値

大
蔵
経
』
に
就
い
て
は
、
一
漢
語
と
し
て
認
め
ら
れ
る
語
に
就
い
て
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
索
引
を
用
い
た
。
但
し
、
こ
の
索
引
は
一

字
索
引
で
は
な
い
た
め
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
・
『
浄
土
三
部
経
』
・
『
不
空
清
索
神
呪
心
経
』
と
い
っ
た
本
邦
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
若
干
の
経
典

（
訓
点
資
料
の
形
で
本
邦
に
於
い
て
読
諭
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
経
典
を
も
含
む
）
、
又
、
中
国
撰
述
の
「
往
生
伝
」
や
「
高
僧
伝
」
の
類
に
就
い
て

は
、
索
引
に
頼
ら
ず
、
逐
一
、
調
査
を
行
な
っ
た
。
又
、
音
義
類
に
就
い
て
は
、
掲
出
字
索
引
を
用
い
て
い
る
。
）

そ
の
調
査
の
結
果
、
仏
典
に
於
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
、
漢
語
「
終
焉
」
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。

た
だ
、
僅
か
に
、
字
面
の
み
、
即
ち
、
「
焉
」
字
を
助
字
と
し
て
用
い
た
例
で
、
本
邦
に
於
い
て
は
訓
読
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
例
の
み
が
僅
か

に
見
出
せ
た
。

例
え
ば
、
次
の
例
、

に

　

　

　

タ

　

ヌ

頃
刻
二
人
同
終
焉
（
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
新
修
浄
土
往
生
伝
』
裏
1
2
オ
6
）

が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
な
例
で
は
漢
語
た
り
得
ず
、
又
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
意
味
と
も
異
な
っ
て
い
る
為
に
、
仏
典
が

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
出
自
と
は
考
え
難
い
。

⑦
、
漢
籍
に
於
け
る
検
討

次
に
、
漢
籍
に
就
い
て
検
討
を
行
な
う
。

調
査
文
献
と
し
て
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
・
『
傭
文
韻
府
』
そ
の
他
、
引
得
類
に
よ
っ
て
検
索
し
得
る
文
献
と
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
用
い
て

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て
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検
討
す
る
。

そ
の
調
査
結
果
に
就
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
韻
文
＜
表
3
＞

一
六
〇

詩
経
楚
辞
毛
詩
陸
機
詩

陶
淵
明
詩
文

玉
革
新
詠

張
籍
歌
詩

杜
詩
（
九
家
集
注
杜
詩
）

陳
子
昂
詩

李
賀
詩

温
庭
埼
歌
詩

杜
牧
詩

王
維
詩

李
白
詩

白
楽
天
詩
後
集

孟
浩
然
詩

韓
愈
歌
詩

孟
郊
詩

漢
詩
大
観
＊

（
「
＊
」
の
付
さ
れ
た
も
の
は
、
実
際
の
文
献
名
で
は
な
い
。
便
宜
上
、
漢
詩
文
を
集
成
し
た
書
の
名
を
示
す
。
）

○
散
文
＜
表
4
＞



1

3

○
詩
経
1
望
二
楚
与
。
堂
　
景
二
山
与
ウ
京
　
降
観
二
子
桑
一
ト
云
其
吉
　
紺
覇
允
滅
（
国
風
）

○
陶
淵
明
集

2
何
以
写
レ
心
。
胎
二
此
諸
声
。
進
箕
錐
レ
微
。
繍
刹
為
レ
山
。
（
巻
一
詩
四
言
　
贈
二
長
沙
公
一
）

〇
九
家
集
注
杜
集

3
濯
園
曽
取
適
遊
寺
可
矧
矧
。
（
巻
三
十
五
　
双
楓
浦
）

4
遭
云
謂
之
曽
則
往
嘗
如
此
央
自
此
而
至
彼
以
遊
寺
為
矧
矧
之
計
也
（
同
右
）

5
高
義
絶
葡
在
斯
文
去
央
休
　
（
巻
三
十
五
　
奉
送
王
信
州
室
北
帰
）

6
孔
子
日
間
将
軍
高
議
論
語
天
之
未
喪
斯
文
史
云
有
線
矧
之
志
　
（
同
右
）

7
古
人
称
逝
臭
吾
道
ト
頼
朝
　
（
寄
岳
州
要
司
馬
文
丈
巴
州
厳
八
使
君
両
閣
老
詩
）

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て

一
六
一
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○
白
楽
天
詩
後
集

8
田
氏
将
非
レ
久
。
天
与
二
愛
レ
水
人
一
。
矧
矧
落
二
吾
手
㌔
（
巻
一
法
春
地
）

○
孟
浩
然
詩
集

9
天
宮
近
兜
率
沙
界
裕
迷
明
欲
就
矧
蘭
志
恭
聞
智
者
名
。
（
巻
二
　
陪
張
丞
相
両
紫
蓋
山
途
経
玉
泉
詩
）

○
韓
昌
黎
詩
集
（
漢
詩
大
観
）

1
0
又
牙
レ
食
レ
物
。
願
倒
怯
レ
瀬
レ
水
。
終
紺
蘭
捨
レ
我
落
。
（
巻
四
　
落
レ
歯
）

○
杜
少
陵
詩
集
（
漢
詩
大
観
）

1
1
白
日
巳
偏
照
。
可
レ
使
レ
営
二
吾
居
一
。
矧
剰
託
長
噴
。
毒
療
未
レ
足
レ
憂
。
（
巻
二
十
二
　
次
二
空
霊
岸
一
）

○
国
語
1
2
子
犯
知
三
文
公
之
安
レ
斎
、
而
有
二
組
矧
之
志
一
也
（
晋
語
　
四
）

〇
三
国
志
及
襲
注

1
3
植
登
二
魚
山
一
、
臨
t
東
阿
一
、
哨
然
有
二
組
葡
之
心
一
。
（
貌
志
、
陳
思
王
権
伝
）

○
文
選
1
4
息
心
了
義
絶
矧
醇
集
（
巻
五
十
九
　
頭
陀
寺
碑
文
）

〇
両
史
1
5
淳
子
匡
山
遇
処
士
張
孝
秀
相
得
甚
歓
遂
有
矧
葡
之
志
（
劉
慧
斐
伝
）

○
仰
文
韻
府

1
詩
　
ト
云
其
吉
＝
‖
允
滅

1
5
南
史
劉
慧
斐
伝
　
源
干
匡
山
遇
処
士
張
孝
秀
相
得
甚
歓
遂
有
‖
l
＝
之
志

一
六
二



7
杜
詩
　
古
人
称
逝
真
吾
道
ト
日
日

そ
し
て
、
以
上
の
結
果
か
ら
帰
納
さ
れ
る
「
終
焉
」
の
意
味
は
、
次
の
（
表
5
）
の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

＜

表

5

＞

と 窮 余

ンっ
＿
ま 生

と つ を
名
ノ
▼

て
通

落

ち

っ最 じ 意

味

後 な Jヽlv
に い
こ

と

・
困
窮

て
送

る
こ

と

1

2

7 3

4

用
例
番

口
8

10

11

14

5

6

9

12

13

15

万

三
つ
目
の
意
味
「
と
う
と
う
・
最
後
に
」
の
「
終
焉
」
は
、
本
邦
に
於
い
て
は
、
（
参
考
3
）
に
示
し
た
図
書
寮
本
『
文
選
』
に
見
ら
れ
る

ツ

ヒ

ニ

　

コ

ヽ

ニ

「
終
－
焉
」
の
如
く
訓
読
さ
れ
、
漢
語
と
し
て
見
倣
さ
れ
な
い
場
合
も
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ツ

ヒ

ニ

　

コ

、

ニ

（
参
考
3
）
終
－
焉
（
息
心
了
義
絶
矧
醇
集
‥
書
陵
部
蔵
『
六
臣
注
文
選
』
）

以
上
の
よ
う
に
、
漢
籍
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
意
味
は
「
余
生
を
落
ち
つ
い
て
送
る
こ
と
」
・
「
窮
ま
っ
て
通
じ
な
い
こ
と
・
困
窮
」
・
「
と

ぅ
と
う
・
最
後
に
」
と
い
っ
た
三
つ
の
意
味
に
大
別
で
き
、
本
邦
の
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
い
ま
わ
・
臨
終
・
最
期
」
と
い
う
意
味
が
存

し
な
い
た
め
に
、
漢
籍
が
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
直
接
の
出
自
と
は
考
え
難
い
。

又
、
仮
に
、
漢
籍
に
和
漢
混
清
文
と
同
様
の
意
味
の
「
終
焉
」
が
存
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
用
例
が
漢
籍
に
存
す
る
の
で
は
仏
教
的
色
彩

が
乏
し
く
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
仏
教
的
性
格
で
あ
る
「
往
生
話
」
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
の
説
明
が
出
来
ず
、
こ
の
点
で

も
漢
籍
が
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
直
接
の
出
自
と
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
中
国
文
献
を
検
討
し
た
結
果
、
「
終
焉
」
と
い
う
語
形
自
体
は
存
す
る
も
の
の
、
意
味
が
異
な
る
た
め
に
、
本
邦
の
和
漢
混

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て
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清
文
に
於
け
る
「
終
鳶
」
の
直
接
の
出
自
に
、
中
国
文
献
を
定
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
六
四

五
、
平
安
時
代
の
和
文
に
於
け
る
検
討

中
国
文
献
に
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
出
自
を
求
め
ら
れ
な
い
以
上
、
本
邦
の
文
献
に
注
目
す
る
必
要
が
存
す
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
平
安
時
代
の
和
文
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
和
文
を
（
表
6
）
か
ら
（
表
8
）
ま
で
の
三
つ
に
分
類
し
、

又
、
参
考
と
し
て
同
じ
平
仮
名
文
資
料
の
消
息
・
書
状
の
類
を
（
表
9
）
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
、
以
下
に
「
終
焉
」
の
例
が
存
す
る
か
否
か

を
確
か
め
る
こ
と
と
し
た
。

○
歌
集
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
6
＞



類
衆
証

新
撰
和
歌
髄
脳

新
撰
髄
脳

奥
義
抄

和
歌
童
蒙
抄

袋
草
子

○
散
文
（
日
記
・
随
筆
・
物
語
）
　
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
　
＜
表
8
＞

竹
取
物
語

伊
勢
物
語

土
左
日
記

平
中
物
語

大
和
物
語

多
武
峰
物
語

落
寝
物
語

輯
蛤
自
記

宇
津
保
物
語

枕
草
子

和
泉
式
部
日
記

紫
式
部
日
記

源
氏
物
語

い
ほ
ぬ
し

大
鏡
栄
花
物
語

夜
の
寝
覚

堤
中
納
言
物
語

更
級
日
記

浜
松
中
納
言
物
語

狭
衣
物
語

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

追
捕
便
山
口
清
任
書
状

奉
恒
書
状
案

根
来
要
害
文
書

虚
空
蔵
菩
薩
念
訴
次
第
紙
背
文
書

仏
頂
抄
紙
背
文
書

不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
文
書

濯
頂
阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
文
書

後
白
河
法
皇
廣
翰
書
状

保
延
二
年
二
月
十
日
某
書
状

佐
伯
佐
長
譲
状

菅
原
定
隆
書
状

保
元
三
年
六
日
某
譲
状

文
泉
抄
紙
背
文
書

高
階
氏
女
菩
提
寺
譲
状

梶
原
景
時
室
書
状
写

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
和
文
に
於
い
て
は
「
終
焉
」
　
の
例
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
　
「
終
鳶
」
　
の
出
自
と
し
て
、
和
文
は
考
え
難
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

事
実
、
和
文
に
於
い
て
は
、
「
終
焉
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
「
い
ま
は
」
と
い
う
語
が
（
参
考
4
）
の
如
く
、
「
終
焉
」
の
代
わ
り
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

（
参
考
4
）
○
む
ま
れ
し
時
よ
り
思
ふ
心
あ
り
し
人
に
て
故
大
納
言
同
封
副
と
な
る
ま
て
た
ゝ
こ
の
人
の
宮
つ
か
へ
の
ほ
い
か
な
ら
す
と
け

さ
せ
た
て
ま
つ
れ
　
（
『
源
氏
物
語
』
桐
壷
1
4
・
3
）

右
の
『
源
氏
物
語
』
の
例
の
よ
う
に
、
「
い
ま
は
」
の
如
き
和
語
が
和
文
に
存
す
る
以
上
、
和
文
に
於
い
て
は
敢
え
て
漢
語
「
終
焉
」
を
用

い
る
必
要
は
無
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
　
の
出
自
を
和
文
に
定
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。



六
、
日
本
漢
文
に
於
け
る
検
討

本
邦
の
資
料
の
内
、
和
文
に
「
終
蔦
」
　
の
出
自
を
求
め
得
な
い
為
、
日
本
漢
文
と
称
さ
れ
る
日
本
人
の
手
に
成
る
漢
文
を
検
討
す
る
必
要

が
存
す
る
。

そ
こ
で
、
稿
者
が
調
査
し
た
文
献
を
、
そ
の
内
容
面
か
ら
、
（
表
1
0
）
か
ら
（
表
1
8
）
ま
で
の
九
類
に
分
け
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
が
以
下
の
結
果
で
あ
る
。

○
史
書
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
0
＞
（
［
　
］
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

古
事
記

風
土
記

日
本
書
紀

続
日
本
紀

日
本
後
紀

続
日
本
後
紀
［
1
］

日
本
文
徳
天
皇
実
録

日
本
三
代
実
録
［
2
、
3
］

○
古
記
録
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
　
＜
表
1
1
＞
　
（
［
　
］
　
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

貞
信
公
記

九
暦
吏
部
王
記

小
右
記
［
4
、
5
］

権
記
御
堂
関
白
記

左
経
記

春
記

水
左
記

巾
己

自
三
－
ロ

後
二
条
師
通
記

長
秋
記

殿
暦
永
昌
記

知
信
朝
臣
記

兵
範
記

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
古
文
書
・
古
往
来
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
2
＞
（
［
　
］
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

古
京
遺
文
＊

続
古
京
遺
文
＊

寧
楽
遺
文
＊

平
安
遺
文
＊
　
［
6
］

雲
州
往
来

和
泉
往
来

高
山
寺
本
古
往
来

垂
髪
往
来

東
山
往
来

菅
丞
相
往
来

釈
氏
往
来

（
「
＊
」
の
付
さ
れ
た
も
の
は
、
実
際
の
文
献
名
で
は
な
い
。
古
文
書
の
場
合
、
一
文
献
が
片
々
た
る
も
の
で
あ
る
為
、
各
文
献

名
の
全
て
を
挙
げ
る
訳
に
は
い
か
ず
、
便
宣
上
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
た
書
の
名
を
示
す
。
）

○
法
制
書
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
3
＞
（
［
　
］
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

○
注
釈
書
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
4
＞
（
［
　
］
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

○
漢
詩
文
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
5
＞
（
［
　
］
　
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

懐
風
藻

凌
雲
集

文
華
秀
麗
集

江
吏
部
集

侍
臣
詩
合

本
朝
文
粋



経
国
集
［
5
］

遍
照
発
揮
性
霊
集

都
氏
文
集

田
氏
家
集

菅
家
文
革

菅
家
後
集

雑
言
奉
和

栗
田
左
府
尚
歯
会
詩

天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記

善
秀
才
宅
詩
合

資
実
長
兼
両
脚
百
番
歌
合

扶
桑
集

本
朝
麗
藻
［
7
］

江
都
督
納
言
厩
文
集

朝
野
群
載

本
朝
続
文
粋

高
山
寺
表
白

高
山
寺
本
表
白
集
［
8
］

本
朝
無
題
詩

法
性
寺
入
道
殿
御
集

彰
考
館
蔵
原
文
集
［
9
］

言
泉
集

笠
置
上
人
御
自
筆
願
文
［
1
0
］

九
条
家
本
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩

勧
修
寺
本
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩

11

○
文
筆
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
6
＞
（
［
　
］
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

浦
島
子
伝

富
士
山
記

続
浦
島
子
伝

新
猿
楽
記

玉
造
小
町
壮
衰
記

将
門
記

債
偶
子
記

遊
女
記

狐
媚
記

暮
年
記

陸
奥
話
記

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て
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○
教
義
書
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
7
＞
（
［
　
］
　
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

法
華
義
疏

因
明
論
疏
明
灯
抄

唯
識
論
疏
肝
心
記

新
訳
華
厳
経
音
義
私
記

三
教
指
帰

往
生
要
集
「
1
1
］

○
縁
起
・
伝
記
類
（
表
の
形
式
は
先
掲
の
も
の
と
同
様
。
）
＜
表
1
8
＞
（
［
　
］
　
の
中
の
数
字
は
用
例
番
号
）

元
興
寺
伽
藍
縁
起

唐
大
和
上
東
征
伝

空
海
僧
都
伝

竪
真
和
上
三
異
事

日
本
霊
異
記

叡
山
大
師
伝

伝
教
大
師
行
業
記

興
福
寺
縁
起

上
宮
聖
徳
法
王
帝
説

慈
覚
大
師
伝

聖
徳
太
子
伝
暦

贈
大
僧
正
空
海
和
上
伝
記

金
剛
峯
寺
建
立
修
行
縁
起

金
剛
峯
寺
契
定
第
三
伝
法
二
会
式
日

敬
勧
応
奉
造
仏
塔
蔓
茶
羅
等
事

堅
師
記

大
師
御
行
状
集
記

伝
教
大
師
御
行
状
記

日
本
往
生
極
楽
記

大
日
本
国
法
華
験
記

続
本
朝
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝
［
1
3
～
1
9
］

後
拾
遺
往
生
伝
［
2
0
～
2
5
］

三
外
往
生
記

本
朝
新
修
往
生
伝
［
2
6
］

弘
法
大
師
御
伝
［
1
2
］

高
野
山
往
生
伝
［
2
7
～
3
0
］

探
要
法
華
験
記

当
麻
蔓
茶
羅
縁
起

諸
山
縁
起

粉
河
寺
縁
起



の
、
『
終
焉
』
　
の
意
味
の
検
討
－
共
起
語
を
手
懸
り
と
し
て
ー

用
種
以
上
の
文
献
中
に
、
「
終
蔦
」
　
の
例
は
3
0
例
を
見
出
せ
た
。

こ
れ
ら
諸
例
の
意
味
・
用
法
を
検
討
す
る
場
合
、
「
終
焉
」
と
共
起
す
る
語
を
手
懸
り
に
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
「
終
焉
」
と
そ
の
共
起
語
と
を
合
わ
せ
た
形
で
諸
例
を
分
類
し
て
み
る
と
、
以
下
の
ア
か
ら
カ
ま
で
の
六
種
に
な
る
。

①
名
詞

ア
、
「
志
」

1
七
年
転
二
大
僧
都
】
。
自
有
二
線
焉
l
之
事
。
隠
司
居
紀
伊
国
金
剛
峯
章
。
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
三
月
庚
午
条
）

ア
は
、
「
志
」
と
共
起
し
た
「
終
蔦
」
　
の
例
で
あ
る
。

こ
こ
に
現
れ
た
例
は
、
先
の
中
国
文
献
の
検
討
に
於
い
て
示
し
た
例
（
参
考
5
）
と
同
様
の
形
で
あ
り
、
中
国
に
於
け
る
意
味
「
余
生
を

落
ち
つ
い
て
送
る
こ
と
」
　
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
参
考
5
）
　
子
犯
知
三
文
公
之
安
レ
斉
、
而
有
二
紺
刹
之
志
一
也
（
晋
語
　
四
）

但
し
、
本
例
に
於
い
て
は
、
「
隠
居
」
と
い
う
語
が
同
じ
文
章
中
に
存
す
る
よ
う
に
、
寧
ろ
限
定
的
に
へ
　
「
出
家
や
遁
世
を
し
て
余
生
を
送

る
志
」
と
考
え
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
終
蔦
」
自
体
の
意
味
も
、
「
出
家
や
遁
世
を
し
て
余
生
を
送
る
こ
と
」
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
時
代
は
降
る
も
の
の
、
（
参
考
6
）
　
の
文
明
本
『
節
用
集
』
　
に
於
い
て
、
「
終
焉
」
　
の
語
義
を
「
老
い
を

送
る
義
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

〈
参
考
6
〉
琴
渾
ゾ
（
文
明
本
『
節
用
集
』
9
7
1
・
4
）

ツ
イ
ニ

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て
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ィ
、
「
地
・
処
」
　
（
場
所
を
示
す
語
）

1
2
中
和
尚
ト
地
南
山
。
置
一
伽
藍
。
為
頼
朝
之
処
。
其
名
目
金
剛
峯
寺
。
（
『
弘
法
大
師
御
伝
』
下
5
5
5
・
8
）

2
俄
而
入
二
丹
波
国
水
尾
山
一
。
定
為
二
組
矧
之
地
一
。
自
後
不
レ
御
二
酒
酢
塩
鼓
一
。
隔
二
二
三
日
】
。
一
進
二
斎
飯
一
。
六
時
苦
修
。

（
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
十
二
月
四
日
条
）

3
太
上
天
皇
巡
司
覧
山
城
大
和
摂
津
等
国
名
山
仏
軍
。
宗
叡
奉
レ
従
引
導
。
到
二
丹
波
国
水
尾
山
】
。
以
為
二
組
蘭
之
準
。

（
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
三
月
廿
六
日
条
）

7
深
草
西
岸
有
二
一
旧
墟
一
。
臨
レ
河
有
二
楊
柳
両
三
株
一
。
人
伝
天
慶
征
東
使
矧
矧
之
地
也
。
（
『
本
朝
廣
藻
』
巻
下
2
1
2
上
空

5
会
成
教
上
人
、
如
八
仙
居
建
立
、
寺
号
慈
心
寺
、
其
寺
辺
亦
構
草
等
、
為
矧
焉
l
処
、
常
住
念
仏
云
々
、（
『
小
右
記
』
長
元
二
年
九
月
八
日
条
）

1
5
私
云
。
一
条
堀
川
。
是
彼
紺
薗
之
地
也
。
堂
舎
干
今
存
。
余
親
見
之
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
中
附
下
望

型
元
慶
元
年
遁
世
。
為
太
上
法
皇
。
遷
御
水
尾
寺
。
営
造
仏
堂
。
以
定
終
l
朝
之
地
。
（
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
下
脱
上
5
）

イ
は
、
「
地
・
処
」
と
い
う
地
点
を
示
す
語
と
共
起
し
て
い
る
「
終
焉
」
の
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、
用
例
2
や
用
例
2
4
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
出
家
や
遁
世
を
し
て
余
生
を
送
る
処
」
と
し
て
理
解
で
き
、
そ
れ
故
に
、
「
終
鳶
」

自
体
の
意
味
も
、
ア
と
同
様
に
「
出
家
や
遁
世
を
し
て
余
生
を
送
る
こ
と
」
と
理
解
で
き
る
。

ウ
、
「
暮
」

そ

　

し

て

　

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

　

せ

む

こ

と

を

　

　

せ

む

　

　

ま

て

　

　

　

た

る

　

　

に

　

ら

む

こ

と

を

　

　

　

に

や

ソ

　

シ

テ

　

ハ

シ

ウ

　

　

エ

ン

　

　

　

　

　

ヘ

　

　

　

ス

ル

コ

ト

ヲ

ニ

モ

セ

ム

ヤ

ト

ー

マ

ン

テ

　

ィ

ウ

く

ト

　

　

こ

　

ル

コ

ト

ヲ

　

　

　

ニ

1
1
何
不
願
終
（
平
軽
）
焉
（
平
軽
）
之
暮
即
託
蓮
胎
而
期
　
留
　
悠
≧
　
生
死
至
　
龍
花
会
耶
（
最
明
寺
本
『
往
生
要
集
』
巻
上
8
2
オ
2
）

2
8
只
懸
思
於
水
上
之
蓮
。
禅
観
久
積
。
造
通
望
於
雲
西
之
月
。
終
焉
之
暮
。
念
仏
逝
去
。
（
『
高
野
山
往
生
伝
』
柵
下
曇



ウ
は
、
「
終
焉
之
暮
」
と
い
う
例
で
あ
る
。
こ
の
例
に
よ
っ
て
、
「
終
焉
」
と
い
う
語
が
時
間
的
な
幅
を
持
っ
た
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
、
「
終
焉
」
の
意
味
が
「
死
ぬ
」
と
い
っ
た
瞬
間
に
着
目
し
た
意
味
で
は
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
「
終
焉
之
暮
」
自
体
の
意
味
を
考
え
て
み
る
。

用
例
1
1
・
用
例
2
8
共
に
、
「
終
焉
之
暮
」
と
い
う
句
全
体
で
「
臨
終
・
い
ま
わ
・
最
期
」
と
い
う
意
味
を
有
し
て
お
り
、
比
喩
的
な
表
現
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
暮
」
と
い
う
語
が
単
な
る
「
夕
暮
れ
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
「
時
間
的
な
末
、
乃
至
は
あ
る
時
間
的
幅
の

終
わ
り
の
部
分
」
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
時
間
的
幅
を
有
す
る
「
終
焉
」
の
〝
末
″
と
い
う
句
全
体
が
慣
用
句
的
に

「
臨
終
・
い
ま
わ
・
最
期
」
と
い
う
意
味
に
な
る
以
上
、
「
終
焉
」
自
体
は
「
余
生
」
と
い
う
意
味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

エ
、
「
時
・
刻
・
期
・
日
・
間
・
席
・
今
生
」

1
3
忽
企
離
山
之
思
。
衆
人
錐
相
留
。
強
以
出
山
。
但
至
子
細
矧
之
時
。
必
成
帰
之
約
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
上
5
9
6
上
1
9
）

1
4
其
繍
葡
之
時
。
威
儀
如
例
。
挙
音
詞
妙
法
。
屈
指
結
定
印
。
如
入
禅
定
。
向
西
終
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
上
川
下
3
）

1
6
至
干
如
彼
齢
盈
八
旬
。
観
期
八
年
。
能
知
寿
命
之
限
。
正
待
繍
葡
之
時
也
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
下
6
1
4
下
8
）

1
8
吾
是
喜
見
菩
薩
之
後
身
。
来
生
此
処
。
焼
身
三
遍
。
今
生
之
矧
矧
。
期
三
月
十
五
日
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
下
6
1
8
下
望

1
9
裸
聖
命
終
不
快
。
吾
頼
朝
之
時
。
可
葬
彼
聖
之
墓
側
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
下
6
1
9
上
8
）

2
1
遺
言
而
減
。
寛
知
告
頼
朝
之
日
。
可
謂
希
夷
。
千
時
天
治
元
年
七
月
三
日
。
春
秋
七
十
八
。
（
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
中
餌
上
4
）

2
3
然
而
偏
願
西
方
。
無
有
他
望
。
其
矧
蘭
之
間
。
所
行
之
儀
。
安
住
正
念
。
奄
而
入
滅
臭
。
（
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
中
陀
上
1
7
）

2
6
保
延
五
年
六
月
三
日
。
身
有
病
患
。
不
能
起
居
。
語
左
右
云
。
来
八
月
繍
矧
之
期
也
。
（
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
脚
下
2

9
万
歳
終
頼
朝
之
刻
速
遂
仏
道
証
果
望
必
住
正
念
之
不
乱
（
『
彰
考
館
蔵
願
文
集
』
5
9
ウ
1
）

6
寝
食
背
例
之
時
、
告
素
意
於
本
山
、
而
間
組
葡
之
期
、
病
癖
悉
止
息
、
寂
滅
之
輿
三
業
殊
分
明
、
手
結
法
印
、
ロ
詞
真
言
、
於
本
尊

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
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前
端
坐
遷
化
、
（
『
紀
伊
国
大
伝
法
院
陳
状
案
』
2
1
5
7
下
3
）

2
7
恐
当
山
内
有
往
生
人
欺
。
即
尋
其
時
日
。
巳
当
小
房
矧
剰
期
。
（
『
高
野
山
往
生
伝
』
6
9
8
下
曇

3
0
屡
踊
躍
干
山
殿
之
雲
。
其
後
繍
葡
時
到
。
向
弥
陀
像
。
備
香
華
。
唱
名
号
。
安
坐
而
即
世
。
（
『
高
野
山
往
生
伝
』
闇
上
9
）

エ

ン

／

　

ネ

ム

コ

ロ

ニ

　

　

　

ク

1
0
御
終
焉
席
寧
仰
　
而
　
言
　
（
『
笠
置
上
人
御
自
筆
願
文
』
4
－
2

エ
は
、
「
時
・
期
」
と
い
っ
た
、
或
る
〓
疋
の
時
点
を
示
す
語
と
共
起
す
る
「
終
焉
」
の
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、
用
例
1
4
や
用
例
3
0
の
例
に
於
い
て
は
、
同
一
文
脈
内
に
「
終
（
わ
る
）
」
・
「
即
世
」
と
い
っ
た
「
死
」
を
意
味
す
る
語
が
現
れ
、

全
体
で
「
臨
終
の
時
・
最
期
の
時
」
と
い
う
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

又
、
用
例
1
6
に
於
い
て
も
、
自
ら
の
寿
命
を
知
り
、
「
待
終
焉
之
時
」
と
い
う
事
か
ら
、
「
終
焉
之
時
」
が
「
臨
終
の
時
・
最
期
の
時
」
と

な
る
こ
と
は
、
自
然
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
「
終
焉
」
自
体
の
意
味
も
、
「
臨
終
・
い
ま
わ
・
最
期
」
と
い
う
意
味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
全
例
を
そ
の

よ
う
に
理
解
し
て
も
矛
盾
を
来
さ
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
次
の
オ
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
、
「
事
・
儀
・
儀
容
」
　
（
事
柄
）

1
7
次
念
黄
不
動
尊
。
自
生
年
十
三
。
只
啓
矧
刹
事
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
下
6
1
8
上
9
）

2
0
雲
林
院
内
建
一
堂
。
模
其
来
迎
之
像
。
方
詰
矧
刹
之
儀
。
弥
戴
頂
法
花
。
専
欣
極
楽
。
（
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
上
聞
下
望

2
9
熟
思
生
前
之
行
業
繍
葡
之
儀
容
。
定
為
得
脱
之
人
。
（
『
高
野
山
往
生
伝
』
閻
上
2
）

‡
品
宮
尭
逝
事
』
　
　
　
（
資
子
内
親
王
）
　
　
　
　
　
　
［
邑
］
　
［
先
朝
キ
］
　
　
　
　
　
　
［
頓
キ
傍
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「
斎
」
　
　
　
　
［
南
キ
シ
］

4
廿
六
日
、
乙
亥
、
先
一
品
宮
亮
、
春
秋
六
十
一
、
色
上
光
相
／
第
魂
欄
三
、
日
来
炊
時
行
、
親
王
別
当
大
納
言
斉
信
長
斉
、
今
暁
参
画
山
、



『
別
当
斉
信
卿
今
暁
参
南
山
、
無
沙
汰
人
事
b

親
王
家
事
無
執
行
之
人
、
矧
葡
之
事
委
付
斉
信
卿
、
而
忘
却
其
事
、
如
不
塾
牢
上
下
誹
誘
耳
、（

『
小
右
記
』
長
和
四
年
四
月
廿
六
日
条
）

オ
の
例
は
、
「
事
・
儀
・
儀
容
」
と
い
う
語
と
共
起
す
る
「
終
焉
」
　
の
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、
用
例
1
7
で
は
、
往
生
者
が
若
い
う
ち
か
ら
臨
終
時
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
と
い
う
内
容
と
理
解
で
き
、
又
、
用
例
4
で
は
、
先

の
一
品
宮
が
亡
く
な
り
、
そ
の
臨
終
時
に
は
別
当
の
斉
信
が
臨
終
の
行
事
を
執
り
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
な
が
ら
、
彼
は
金
峯
山
に
詣
で

た
為
に
そ
の
任
を
忘
れ
、
人
々
か
ら
非
難
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
こ
こ
で
も
、
「
終
焉
」
が
「
臨
終
・
最
期
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
こ
と
が
灯
ら
れ
、
そ
の
他
の
例
も
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し

て
矛
盾
を
来
さ
な
い
例
ば
か
り
で
あ
る
。

②
動
詞

カ
、
サ
行
変
格
活
用
動
詞

2
2
其
明
年
果
以
遷
化
。
其
平
生
之
時
願
日
。
今
年
終
身
之
期
也
。
詣
聖
徳
太
子
之
廟
廷
可
繍
刹
者
。
（
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
中
6
5
8
上
2

2
5
其
翌
日
。
嘱
僧
徒
。
講
経
念
仏
。
緊
五
色
糸
於
仏
手
。
引
之
安
住
正
念
。
唱
宝
号
終
l
刹
也
。
（
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
下
附
上
2
）

8
撰
以
斯
、
人
類
之
有
情
、
呈
不
報
謝
、
夏
草
二
月
今
日
、
大
師
入
定
頼
朝
也
、
（
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
東
寺
御
影
表
白
鬱

最
後
の
カ
の
例
は
、
ア
か
ら
オ
の
例
と
は
異
な
り
、
サ
変
動
詞
「
終
焉
ス
」
と
成
る
例
で
、
そ
の
意
味
は
「
死
ぬ
」
と
考
え
ら
れ
る
。

サ
変
動
詞
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
2
2
の
例
で
「
可
終
鳶
」
を
「
終
焉
ス
ベ
シ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

又
、
「
死
ぬ
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
8
の
例
で
「
終
焉
」
が
「
入
定
」
と
共
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て
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以
上
の
こ
と
を
纏
め
る
と
、
「
終
焉
」
の
意
味
に
は
、
以
下
の
如
き
四
種
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

※
　
「
終
焉
」
　
の
意
味

－
　
ア
・
イ
に
代
表
さ
れ
る

O
　
「
出
家
・
遁
世
を
し
て
余
生
を
送
る
こ
と
」

‖
　
ウ
に
代
表
さ
れ
、
I
と
日
と
の
両
方
に
通
ず
る
点
を
有
す
る

O
　
「
余
生
」

日
　
工
・
オ
に
代
表
さ
れ
る

O
　
「
い
ま
わ
・
臨
終
・
最
期
」

Ⅳ
　
カ
に
代
表
さ
れ
る

O
　
「
死
ぬ
」

②
、
意
味
毎
の
時
代
排
列

次
に
、
日
本
漢
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
の
用
例
を
時
代
別
に
排
列
し
、
先
の
四
つ
の
意
味
で
分
類
を
試
み
る
。
そ
の
結
果
を
、
以
下
の
（
表

1
9
）
　
に
示
し
た
。

∧
表
1
9
＞



笠 小 高 紀 彰 本 高 後 拾 本 往 ［口 続
置
上
右
記
野
山
伊
国
考
館
朝
新
山
寺
拾
遺
遺
ぶ
朝
窟
生
要
本
二
日
本

人 ロ（古
記
録
類
）

往 大 蔵 修 ’本 往
任
生 藻 集 ‾代 後

御 生 伝 原 往 表 生 伝 （漢
詩
文
類

（教
義
書
類

実 紀
自
筆
願
文
〈漢
詩

伝 法
院
陳
状
案
（古

文
集
生
伝
白
集
伝 （縁
起

・
伝
記
類
）

録 （史
書
類

（縁
起

・
伝
記
類
）

（縁
起

・
伝
記

（史
書〈漠 （緑 （緑

詩
文
類
）

起

・
伝
＿

起

・
伝
＿

） ） 類
）
）

文
類
）

文
書
類
）

記
類
）

記
類
）

類
）

5 42 51 7 2

3

1

82 11

01 4 7

9

0

2

2

3

cu 9 62 0

1

3

2

2

2

3

4

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

8 2

5

2

2

こ
の
表
か
ら
、
次
の
二
点
が
知
ら
れ
る
。

①
漢
語
「
終
焉
」
が
「
往
生
伝
」
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
・
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
・
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
・
『
高
野
山
往
生
伝
』
）
に
集
中
し
て
い
る
。
更
に

は
、
和
漢
混
清
文
と
同
様
の
意
味
が
、
『
拾
遺
往
生
伝
』
を
初
出
と
し
、
「
往
生
伝
」
　
に
集
中
し
て
い
る
。

②
本
邦
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
意
味
に
は
史
的
変
遷
が
存
す
る
。
（
つ
ま
り
、
当
初
に
於
い
て
は
「
余
生
を
送
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
「
終

焉
」
が
用
い
ら
れ
、
『
往
生
要
集
』
の
「
終
焉
之
暮
」
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
拾
遺
往
生
伝
』
成
立
頃
に
は
、
和
漢
混
清
文
に
認
め
ら
れ
た
「
い

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て

一
七
七
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一
七
八

ま
わ
・
臨
終
・
最
期
」
と
い
う
意
味
が
起
こ
り
、
又
、
「
死
ぬ
」
と
い
う
新
た
な
意
味
が
起
こ
る
な
ど
、
当
初
に
は
一
つ
の
意
味
で
あ
っ
た
「
終
焉
」

が
、
後
に
は
複
数
の
意
味
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
）

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
考
え
る
と
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
　
「
い
ま
わ
・
臨
終
・
最
期
」
　
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
　
「
終
焉
」
　
の
出
自
と
し

て
は
、
初
出
例
の
点
・
使
用
数
の
点
、
又
、
既
に
述
べ
た
使
用
場
面
の
点
、
つ
ま
り
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
に
「
往
生
話
」
と
の

関
わ
り
の
存
す
る
点
か
ら
、
「
往
生
伝
」
が
相
応
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
「
往
生
伝
」
　
の
影
響
を
具
体
的
に
示
す
例
と
し
て
は
、
次
の
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
の
例
が
参
考
と
な
る
。

エ

ヒ

ス

　

　

　

　

　

　

セ

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ル

伊
与
入
道
ハ
停
－
因
貞
任
宗
任
ヲ
攻
落
サ
ン
ト
テ
十
二
年
力
間
二
人
ノ
頸
ヲ
斬
事
一
万
五
千
人
山
野
ノ
獣
江
河
ノ
鱗
其
命
ヲ
絶
事
幾
千

万
ト
云
事
ヲ
不
知
一
サ
レ
ト
モ
綿
矧
ノ
時
一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
発
シ
ニ
依
テ
遂
往
生
ノ
素
懐
づ
タ
リ
ト
コ
ソ
組
封
句
六
兄
へ
テ
候
へ

（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
五
末
5
2
オ
9
）

こ
の
文
章
に
於
い
て
は
、
「
往
生
伝
」
を
出
典
と
す
る
旨
を
明
記
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
文
章
中
に
　
「
終
焉
」
が
現
れ
て
い
る
。

（6）

そ
し
て
、
こ
の
文
章
は
、
従
来
よ
り
、
『
続
本
朝
往
生
伝
』
第
三
十
六
話
が
先
行
類
話
（
「
往
生
伝
」
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
文
章
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
以
下
に
示
す
文
章
の
中
に
は
、
「
終
焉
」
と
い
う
語
が
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

前
伊
予
守
源
頼
義
朝
臣
者
。
出
累
葉
武
勇
之
家
。
一
生
以
殺
生
為
業
。
況
当
征
夷
之
任
。
十
余
年
来
唯
事
開
戦
。
真
人
首
断
物
命
。
錐

楚
竹
之
竹
。
不
可
計
尽
。
預
不
次
之
勧
賞
。
叙
正
四
位
。
伊
予
守
。
其
後
建
堂
造
仏
。
深
悔
罪
障
。
多
年
念
仏
。
遂
以
出
家
。
瞑
目
之

後
。
多
有
往
生
極
楽
之
夢
。
定
知
。
十
悪
五
逆
猶
被
許
迎
接
。
何
況
其
余
乎
。
見
此
一
両
。
太
懸
博
。

つ
ま
り
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
存
す
る
例
は
、
作
者
が
独
自
に
付
加
し
た
語
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
歩
進
め

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
終
焉
」
の
付
加
の
背
景
に
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
の
話
が
「
往
生
話
」
で
あ
り
、
特
に
「
往
生
伝
」
を
出
典
と

す
る
話
で
あ
っ
た
為
に
、
そ
れ
に
相
応
し
い
語
と
し
て
「
終
焉
」
を
付
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
事
実
は
、
何
よ
り

も
「
往
生
伝
」
が
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
た
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。



但
し
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
右
が
『
続
本
朝
往
生
伝
』
第
三
十
六
話
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
中
の
文
章
と
の
比
較
に

ょ
る
考
察
で
あ
り
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
尚
一
層
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

と
は
言
え
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
に
よ
っ
て
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
（
「
い
ま
わ
・
臨
終
・
最
期
」
の
意
味
）
の
出
自
と
し
て
は
、

初
出
例
の
点
・
使
用
数
の
点
、
又
、
既
に
述
べ
た
使
用
場
面
の
点
（
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
終
焉
」
が
「
往
生
話
」
に
現
れ
る
傾
向
の
存

す
る
点
）
や
先
の
具
体
的
事
象
か
ら
、
「
往
生
伝
」
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

七
、
「
終
焉
」
の
受
容
経
路
と
意
味
変
化

以
上
の
よ
う
な
検
討
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
終
焉
」
の
受
容
経
路
と
意
味
変
化
の
様
相
が
知
ら
れ
た
。
そ
れ
を
纏
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
。

中
国
古
典
、
と
り
わ
け
、
漢
籍
の
類
に
於
け
る
「
余
生
を
落
ち
つ
い
て
送
る
こ
と
。
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
漢
語
「
終
焉
」
が
、
本

邦
に
於
い
て
は
、
初
め
、
史
書
類
に
於
け
る
伝
記
の
部
分
に
於
い
て
「
出
家
や
遁
世
を
し
て
余
生
を
送
る
こ
と
。
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ

た
。
つ
ま
り
、
本
来
は
漢
籍
系
の
漢
語
で
あ
っ
た
「
終
焉
」
が
本
邦
の
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
仏
教
語
的
な
使
用
へ
と
変
わ
る
そ
の
橋
渡
し

（7）

に
は
、
伝
記
（
『
弘
法
大
師
御
伝
』
や
史
書
類
の
僧
伝
）
の
文
章
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
伝
記
（
僧
伝
）
が
介
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
の
『
往
生
要
集
』
に
於
い
て
は
、
「
終
焉
之
暮
」
と
い
う
句
全
体
で
「
余
生
の
終
わ
り
＝
い
ま
わ
・
最
期
・
臨
終
」
を

意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
院
政
期
の
「
往
生
伝
」
で
あ
る
『
拾
遺
往
生
伝
』
以
降
で
は
、
「
終
焉
」
そ
れ
自
体
が
「
い
ま
わ
・
最
期
・
臨
終
」

（8）

を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
又
、
そ
の
頃
に
は
、
サ
行
変
格
活
用
動
詞
と
し
て
、
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
を
も
担
う
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
変
化
は
、
執
れ
も
、
平
安
時
代
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
、
日
本
漢
文
の
世
界
に
於
い
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
世

に
於
け
る
新
た
な
文
体
と
も
い
う
べ
き
所
謂
「
和
漢
混
清
文
」
の
世
界
に
於
い
て
は
、
日
本
漢
文
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
「
往
生
伝
」
と
い

ぅ
和
化
漢
文
に
於
け
る
意
味
「
い
．
ま
わ
・
最
期
・
臨
終
」
を
そ
の
出
自
と
し
て
受
容
し
、
「
往
生
話
」
を
中
心
に
そ
の
使
用
を
行
な
っ
た
こ
と

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て
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が
窺
わ
れ
る
。

八
、
お
　
わ
　
り
　
に

以
上
の
よ
う
に
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
と
し
て
は
、
「
往
生
伝
」
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

峰
岸
明
博
士
は
、
（
参
考
7
）
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
に
就
い
て
、
少
な
く
と
も
、
（
仏
典
系
漢
語
）
・
（
漢
籍

（9）

系
漢
語
）
・
（
日
常
漢
語
）
と
い
う
三
類
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
お
ら
れ
る
が
、
今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
、
「
往
生
伝
」
を
出
自

と
す
る
漢
語
の
存
在
が
窺
わ
れ
た
為
、
（
日
常
漢
語
）
の
内
実
に
、
古
記
録
以
外
の
文
献
の
存
す
る
こ
と
、
乃
至
は
、
三
類
以
外
に
新
た
な
類

を
設
け
る
可
能
性
の
存
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
参
考
7
）
峰
岸
明
「
和
漢
混
清
文
の
語
彙
」
（
『
日
本
の
説
話
7
　
言
葉
と
表
現
』
　
昭
4
9
・
1
1
）

こ
れ
は
な
お
、
試
案
の
域
を
出
で
な
い
が
、
和
漢
混
清
文
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
に
つ
い
て
そ
の
文
体
と
の
関
わ
り
を
観
察
す
る
場
合
に

は
、
少
な
く
と
も
二
類
、
更
に
は
三
類
の
区
別
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
二
類
と
い
う
の
は
、
そ
の
出
自
が

仏
典
、
漢
籍
い
ず
れ
に
求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
区
別
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
今
仮
に
こ
れ
を
（
仏
典
系
漢
語
）
（
漢
籍
系
漢
語
）
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
更
に
三
類
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
に
（
日
常
漢
語
）
と
い
う
一
類
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
日

常
漢
語
と
言
う
の
は
、
仏
典
・
漢
籍
に
源
流
は
あ
る
が
、
本
邦
に
入
っ
て
日
常
語
と
な
っ
た
も
の
、
又
仏
典
・
漢
籍
に
典
拠
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
本
邦
に
お
い
て
新
た
に
造
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
、
こ
れ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ
の
日
常
漢
語
の
中

核
を
占
め
る
も
の
と
し
て
記
録
語
出
自
の
漢
語
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
点
に
於
い
て
、
本
稿
は
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
往
生
伝
」
（
広
く
は
伝
記
類
和
化
漢
文
）
の
漢
語
受
容
の
一
間
題
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

と
同
時
に
、
「
往
生
伝
」
や
伝
記
類
和
化
漢
文
は
従
来
の
和
化
漢
文
研
究
に
於
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
資
料
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
文
献



群
が
漢
語
受
容
史
の
一
つ
の
流
れ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
「
往
生
伝
」
や
、
広
く
は
伝
記
類
和
化
漢
文
の
資
料
的

価
値
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
本
稿
を
提
示
し
た
い
。

注
（
1
）
‥
峰
岸
明
「
和
漢
混
清
文
の
語
彙
」
　
（
『
日
本
の
説
話
7
　
言
葉
と
表
現
』
所
収
　
東
京
美
術
　
昭
4
9
・
1
1
）

（
2
）
‥
山
本
真
吾
「
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
－
　
「
上
皇
御
所
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
『
国
語
学
』
1
5
7
　
平
元
・
6
）
他
、
一

連
の
研
究

（
3
）
‥
「
終
」
字
の
声
調
が
平
声
と
、
漢
音
の
声
調
に
一
致
す
る
点
が
存
疑
。
声
調
に
従
っ
て
、
漢
音
と
す
る
な
ら
ば
、
「
終
焉
」
の
例
は
執
れ
も
漢
音
読

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
4
）
‥
和
漢
混
清
文
資
料
の
選
択
は
、
注
（
1
）
論
文
を
参
考
に
し
た
。

（
5
）
‥
字
面
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
存
す
る
。

今
欲
レ
法
二
之
釈
教
べ
彼
始
自
空
。
尋
二
之
儒
風
4
其
終
焉
在
。

但
し
、
こ
の
例
は
、
対
句
表
現
の
結
果
そ
の
字
面
が
現
れ
た
の
で
あ
り
、
漢
語
で
は
な
く
、
訓
読
さ
れ
た
と
覚
し
い
例
で
あ
る
。

（
6
）
‥
『
平
家
物
語
』
　
の
諸
注
釈
書
に
よ
る
。

（
7
）
＝
「
伝
記
」
が
漢
籍
系
の
文
章
と
仏
典
系
の
文
章
と
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
し
た
背
景
に
は
、
「
伝
記
」
の
文
章
が
漢
籍
に
於
い
て
も
仏
典
に
於
い

て
も
現
れ
、
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
章
の
中
間
的
な
文
章
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
「
伝
記
」
が
そ
の
よ
う
な
中
間
的

な
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
訓
点
資
料
の
世
界
に
於
い
て
、
仏
典
系
の
訓
法
と
漢
籍
系
の
訓
法
と
の
両
方
の
現
れ
る
こ
と
　
（
小
林
芳
規

『
臍
海
糎
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
職
・
3
）
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
就
い
て
は
、
伝
記
類
和
化
漢
文
の
文
体
的
特
徴
と
も
関
わ
る
た
め
、
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

（
8
）
∵
」
の
よ
う
に
、
「
●
●
之
O
」
と
い
う
形
式
で
一
つ
の
意
味
を
担
っ
て
い
た
も
の
が
、
「
●
●
」
だ
け
で
同
様
の
意
味
を
担
う
意
味
変
化
は
、
漢
語

の
世
界
に
於
い
て
多
々
見
出
さ
れ
、
漢
語
史
の
一
類
型
と
考
え
ら
れ
る
。
（
止
「
下
若
之
酒
」
1
「
下
若
」
・
「
会
稽
之
恥
」
1
「
会
稽
」
他
）
　
（
小

林
芳
規
「
広
島
大
学
国
語
史
研
究
会
会
報
」
巻
頭
言
に
於
い
て
こ
の
よ
う
な
意
味
変
化
に
就
い
て
の
指
摘
が
既
に
有
る
。
）

（
9
）
‥
注
（
1
）
論
文

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
　
の
出
自
に
就
い
て
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（
調
査
文
献
）

調
査
文
献
に
就
い
て
は
、
索
引
の
存
す
る
も
の
に
就
い
て
は
こ
れ
を
用
い
た
。
又
、
索
引
の
存
し
な
い
も
の
に
就
い
て
は
、
適
宜
、
天
理
善
本
叢
書
・

大
日
本
古
記
録
・
史
料
大
成
・
国
史
大
系
・
新
校
群
書
類
従
・
そ
の
他
の
影
印
本
乃
至
は
活
字
本
を
用
い
た
。
尚
、
用
例
を
掲
げ
た
本
邦
文
献
に
就
い
て

は
以
下
に
示
す
。

・
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
笠
置
上
人
御
自
筆
願
文
』
　
（
稿
者
の
原
本
調
査
に
よ
る
）

・
最
明
寺
本
『
往
生
要
集
』
　
（
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
　
影
印
篇
』
　
築
島
裕
他
篇
　
昭
6
3
・
6
　
汲
古
書
院
）

・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
（
『
糊
欝
臥
本
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
付
知
衆
議
式
』
川
瀬
二
馬
監
修
勉
誠
社
昭
郁
・
7
）

・
随
心
院
蔵
『
往
生
講
式
』
（
花
野
憲
道
「
随
心
院
蔵
仮
名
書
き
往
生
講
式
解
説
並
び
に
影
印
・
翻
刻
」
　
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
　
第
十
三
輯
　
平
2
・

1
0
）

・
専
修
寺
本
『
三
帖
和
讃
』
　
（
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
　
第
三
巻
』
　
法
蔵
館
　
昭
4
9
・
1
）

・
長
承
本
『
蒙
求
』
　
（
『
長
承
本
　
蒙
求
』
　
築
島
裕
編
　
汲
古
書
院
　
平
2
・
3
）

・
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
（
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
紹
編
』
　
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
風
間
書
院
　
昭
諭
∵
6
）

・
文
明
本
『
節
用
集
』
　
（
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
　
中
田
祝
夫
編
　
勉
誠
社
　
昭
5
4
・
1
1
）

・
『
古
事
談
』
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
事
談
・
十
訓
抄
』
　
噺
紺
国
史
大
系
1
8
　
昭
7
・
空

・
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
　
（
『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
4
6
・
3
）

・
『
十
訓
抄
』
　
（
『
十
訓
抄
本
文
と
索
引
』
　
泉
基
博
編
　
笠
間
書
院
　
昭
5
7
・
1
2
）

・
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
（
『
重
要
文
化
財
延
慶
本
平
家
物
語
』
　
汲
古
書
院
　
昭
5
7
・
1
0
）

・
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
（
『
平
家
物
語
』
上
・
下
　
高
木
市
之
助
他
編
　
岩
波
書
店
　
昭
3
4
・
2
、
昭
3
5
・
1
1
）

・
『
源
氏
物
語
』
　
（
『
源
氏
物
語
大
成
』
　
池
田
亀
鑑
編
　
中
央
公
論
社
　
昭
2
8
・
1
1
）

・
『
続
日
本
後
紀
』
（
『
日
本
後
紀
・
続
日
本
後
紀
・
文
徳
天
皇
実
録
』
　
噺
紺
国
史
大
系
3
　
昭
9
・
1
1
）

・
『
日
本
三
代
実
録
』
（
『
日
本
三
代
実
録
』
　
噺
紺
国
史
大
系
4
　
昭
9
・
7
）

・
『
紀
伊
国
大
伝
法
院
陳
状
案
』
　
（
『
平
安
遺
文
（
古
文
書
編
）
』
　
臨
川
書
店
）

『
弘
法
大
師
御
伝
』
（
『
柵
群
書
類
従
』
6
　
川
俣
馨
一
編
内
外
書
籍
株
式
会
社
　
昭
6
－

『
拾
遺
往
生
伝
』
　
（
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
　
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
編
　
岩
波
書
店

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
（
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
　
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
編
　
岩
波
書
店

9
＝
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）

・
9
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）



・
『
高
野
山
往
生
伝
』
　
（
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
　
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
編
　
岩
波
書
店
　
昭
4
9
・
9
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）

・
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
　
（
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
　
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
編
　
岩
波
書
店
　
昭
4
9
・
9
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）

・
『
小
右
記
』
　
（
『
小
右
記
』
　
大
日
本
古
記
録
　
岩
波
書
店
　
昭
3
4
・
3
～
昭
5
7
・
3
）

・
冒
同
山
寺
本
表
白
』
　
（
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
　
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
　
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
4
7
・
3
）

・
『
本
朝
麗
藻
』
（
『
噺
群
書
類
徒
』
6
　
川
俣
馨
一
編
内
外
書
籍
株
式
会
社
昭
6
・
1
0
）

・
『
彰
考
館
蔵
願
文
集
』
　
（
山
本
真
吾
氏
の
書
写
本
に
よ
る
）

・
『
続
本
朝
往
生
伝
』
　
（
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
　
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
編
　
岩
波
書
店
　
昭
4
9
・
9
‥
原
本
に
よ
る
確
認
済
み
）

（
付
記
）
本
稿
は
、
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
三
十
六
回
大
会
（
平
成
三
年
十
一
月
九
日
　
於
鳥
取
大
学
）
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
纏
め
た

も
の
で
あ
る
。
席
上
、
関
一
雄
氏
・
山
本
真
吾
氏
・
西
村
浩
子
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
り
、
そ
の
折
の
研
究
懇
談
会
で
は
大
友
信
一
博
士
よ
り
、

又
、
懇
親
会
で
は
曽
田
文
雄
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

又
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
変
わ
ら
ぬ
御
教
導
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
銘
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
焉
」
の
出
自
に
就
い
て




